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大阪外国語大学論集第24号（2000年）
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デンマーク語（スウェーデン語・ノルウェー語）の海水魚類名称の巳本語訳

1．はじめに

　ルーマニアのドナウデルタにかつてnシアから移住してきた少数罠族リポバ人の暮らし，

とくにナマズ漁に関するテレビ番組を最近見た．ω放送開始から14分くらい経った頃に「黒

海からさかのぼってくるチョウザメやスズキがとれます」というナレーションがあり，その

ナレーションが終わったちょうどその時，1尾の魚が小舟に上げられ，ヂこれがスズキです」

という新たなナレーションが入る．本稿の筆者は自分の耳を疑った．なぜなら画面に映った

のは明らかにカワカマスであったからである．誤訳であろうか，それとも別のミスに起因し

ているのであろうか．誤訳というのは，しかしながら，考えにくい気がする．というのは，

例えばデンマークなどにいるaborreという淡水魚はH本には生息せず，したがって日本語に

よる適切な呼び名（いわゆる標準和名（2））が存在せず，日本語訳に困るのであるが，このaborre

をデンマーク語一ドイツ語辞典で調べていくとドイツ語のBarschにたどり着き，そこから

独和辞典の種類によるとスズキにたどり着く危険もある（『独和マ劃3））．この“スズギ’と

いう『独和マ』の訳語は誤りだと言わざるを得ない，確かにaborre／　Barschはスズキ目スズキ

亜目ペルカ科に属すが，だからといってこれをスズキと呼ぶのは，シロギス［俗にキスと呼

ばれる］（スズキ貸スズキ亜目キス科）やマダイ（スズキ目スズキ亜霞タイ科）をスズキと称

するのと同じことであり，とうてい受け入れることはできない．一方，カワカマスは分類学

上，カワカマス闘という独立した大きな部門に属しており，スズキの属するスズキ緕とはま

ったく異なっているから，辞書をどのように（間違って）調べようとも，カワカマスを調べ

ていてスズキにたどり着くことはあり得ないと思えるのである．いずれにせよ，上記のテレ

ビ番組は放送されるまで，〈カワカマス⇔スズキ〉の誤りに番組関係者の誰一人として気づ

かなかったわけである．（4）カワカマスは日本には生恩しないので，これを知らない目本人は

多いであろうし，日本では非常に一般的な魚であるスズキの名麟は知っているが，見てそれ

と分からない人が大勢いることから，この番組の誤りの背景も容易に想像できそうである．

　カワカマス（デンマーク語ではgedde）は日本に生息せず，日本人には劉染みのない魚で

あるにもかかわらず，定着した臼本語の呼び方、すなわち標準頼名が存在するが，先に見た

デンマーク語でaborreという魚のように，　H本には生息せず，したがって，　N本語の呼び方，

標準和名があるかどうか分からないもの，あるいは，標準和名がないものの場合には，その

日本語訳をどうするかということは，困難な問題となる．これは例えばデンマーク語一N本

語辞典を編纂しようとする場合にも当てはまることである．英和大辞典や独和大辞典などの

ように執筆やあるいは校閲で多数の専門家の協力が得られるメジャー書語の場合とは異なり，

いわゆる“マイナー一一言：9”であるデンマーク語の辞書，デー鶏辞典では編集・執筆者が若干

名いるだけで，しかもその金員が文系であろう．その揚合にはよほど注意しないと誤った

訳語を辞書に載せかねない，アンデルセン童話を読んで，次のような誤解が生じては困るの

である．

　　　「この國で一番大きな緑の葉といえば、それは、たしかにスカンポの葉でしょう。この

　　葉を子供がおなかの上にっけますと、ちょうどエプmンのようになります。また、頭の

　　上にかぶりますと、雨降りの時には雨傘のかわりになります。この葉はそんなにも大き
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　　いのです」（『幸福な一家』、岩波文庫）。（百瀬・村井1996：140）

このくだりは，植物に無知な本稿の筆者なら何の違和感もなく読んでしまうが，f我が国では

初夏の土手などに淡緑色の小花を開く約五〇センチ丈の」（頁瀬・村井1996：141）スカンポ

という雑草を知っている者にとっては，「大変困惑するくだり」であると村井氏は指摘する

（百瀬・村井1996：140）．ここでスカンポの葉と訳されているデンマーク語はskracppeblad

であり，skracppeは辞書をふつうに見ていくかぎりでは“ギシギシ；スカンポ（瓢スイバ）”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふきという訳になる。しかし，デーデ大辞典のODSを見ると，　skracppeは蕗をも指すことが分か

る．また，デーデ辞典のNDOではskrEreppebladは「特に蕗の葉を指す」と明示されている．

したがって，村芥氏の指摘するように「秋田フキ」のような蕗を連想すれば上のくだりは

十分うなずけるものとなろう．アンデルセンの上記作品の訳者はスカンポという植物を知ら

なかったのであろうが，それならば，百科辞典などで～度スカンポを確かめておけば上のよ

うな誤訳は起こらなかったと言えよう．

　外国語の動植物や物などの名称を臼本語に訳すときに，その対象物を知らないことがある

が，その場合にはよほど慎重にならなければいけないことは言うまでもないであろう．また，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

その認象物を知っていても，それを目本語でどう呼ぶのか分からないことがある．それが

日本にない場合には非常に困る．

　本稿では，デー鷺辞典を編纂すると仮定して，動植物の代表として海水魚類を取りkげ，

魚類の専門家ではない，文系の辞書編纂者がそれらの訳語を，誤訳をすることなく，どうい

う方法で調べ，どの程度まで提示すれば良いかを検討する．付録として，これらデンマーク

語の海水魚類名称に相当するスウェーデン語とノルウェー語の名称も示す．

2．誤訳の原箇

　デンマーク語の単語をH本語に訳す揚合に，魚類名称あるいは動植物の名称に限らず，そ

の対象物を知らなかったり，知っていてもそれが日本には存在しないものであり，そのため

にH本語でどのように呼ぶのかが分からないことが多々ある．誤訳は特にこのような揚合に

生じる可能性があり，その原因にはいくつかのものが考えられる．以下では，その原因とは

どのようなものであるのかを考察し，将来，同様の間違いを犯さないように注意を喚起した

い．

2．1．勝手な想像に起因する誤訳

　現在のところ本格的なデンマーク語一日本語辞典は存在しないが，語彙集と辞書の中聞的

なものは1993年に大学書林から刊行されている．これは『デンマーク語辞典』（＝　ilデ和港）

と呼ばれ，見出し語数は約5万語である，この『デ和』はデンマークの国語辞典であるNDO

をもとにしており，様々な物の名称も収録している．

　ある時この『デ翻』をめくっていてpirkという語で目が止まった．1’デ種』の説明による

とpirkはfバナナ形をした魚を突く小さな道具」であるという．魚を突く小さな道具でバナ

ナ形をしたものとはどのような道具であろうか，想像がっかない．どこからそのような訳（説
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明）が出てきたのか，すぐには理解できない．このpirkとは，魚釣りの道具で，疑似餌こと

ルアーの一種であり，デンマークでは①舟などから海底近くに沈ませてタラなどを狙うタイ

プのものと，②海面近くを引っ張ってダツやサバを狙うタイプの2種類がある，これらは

最近日本ではメタルジグと呼ばれているようである．①のタイプのものにはバナナの形に似

たのもあるから「バナナ形をした」というのは納得できるし，『デ和2のもとであるNDOの

説明が「バナナの形した漁具の名称」“bete欝else　fbr　bananfbrmet挽keredskab”となっている．

一方，「突く…道具」という説明は理解しがたい．しかし，pirkの次にくる見出し語である

pirkeという動詞を見ると，「なるほどと」納得するであろう一納得といっても，「なぜ

このような訳（説明）が出てきたのか」ということが了解されるという意味であるが．つまり，

pirkeの訳の一つに「（棒などで）突っく1というのが挙げられており，『デ和』の編著者は

pirkeに開するNDOの説明に動詞pirkeの意味を勝季に加えることで「バナナ形をした魚を

突く小さな道具」を勝手に想像したのであろう．（5）しかし，この説明からは，本稿の筆者な

ら，この道具の具体的なイメージを頭に描くことは困難である．

　ところで，デンマ～ク語の海水魚類名称が日本語に訳されているのを目にすることができ

るのは，現在のところ，『デ柚』のほかに，デンマークにあるほとんどすべての魚屋の店内に

貼られているであろうと思われるポスターがある，このポスター（＝　SFYB）はScandlnavian

Fishing　Year　Bookが発行しているもので，北海に生息すると思われる（cf．　FNS）60種類の

海水魚の絵があり，その下に学名（ラテン語）㈹，デンマーク語，スウェーデン語，ノル

ウェー語，英語，ドイツ語，フランス語，スペイン語などに加えて目本語の名称も載せられ

ている．これら2点にのほかに，1996年にデンマーク日本人会が出した『デンマークに暮ら

す』（；『デ暮らす』）には3G種類の海水魚の名称が晃られる．

　さて，デンマークの海には肋si鷺gという魚がいる．これは北海に生息する魚のうちもっと

も有毒な魚として知られるが，その名前は聞いたことがあっても，（η実際には見たことがな

いデンマーク人が大勢いる．大小2つの種類があって，日本のオニオコゼと同様，美陳らし

いが，デンマーク人は食べず，フランスなどに輸出しているという（FNS：57），この願slng

の目本語訳が上記の3点で見られ，『デ和』：〈とらぎすの類〉，SFYB：＜Toraglsu＞，『デ暮ら

す』：〈とらぎす〉となっている．しかし，トラギスというのは，筆者の生まれ育った瀬戸内

沿岸ではトラハゼと呼ばれ，非常に～般的な食用魚であり，筆者もよく知っているが，毒は

なく，大きさ，形，色の点で，筆者も釣り上げたことのある⑱si島gとは大いに異なる．では，

上記3点の〈とらぎすの類〉云々という訳語はどこから生じたのであろうか．その背景はこ

うであろう，つまり，肋slngの訳語に困った人が，賄海魚』の美しい図版を眺めていくと，

図版102でトラギスの挿絵に目が止まる．トラギス（トラハゼ）は魚屋で見るときも，自分

で釣り上げたときも，背鰭，腹鰭，磐鰭などは立てておらず，ねているが，図版102では背

鰭，腹鰭，讐鰭をいっぱいに広げた姿がある（下の挿絵参照）．その姿を見ていると，トラギ

スは駿s｝ngに似ていると思い，肋singはトラギスであろうと思ってくる．しかしそれは誤

りであるということは両者の学名を見れば明白である：トラギス（Parapercis　puichella），

fJ　a）sing（Trachinus　draco，　Trachinus　vipera＞．（また，細slngの学名の属名TrαchinttSトラキヌス
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の響きががトラギスの響きと似ているのも，（fjzesing　＝トラギス〕とする原因になっているの

かも知れない．）

肋漁9（FKF：II6より） トラギス（『臼海魚』第1◎2図版より）

　以上，pirkとfJ　acsingの揚合を例にして，勝手な想像が誤訳の原因になるケースを見たが，

同様な誤りを犯さないように気をつけなければならない．

2．2．辞書を引く過程で生じる誤訳

　上で挙げた『デ和』，SFYB，『デ暮らす』の3点に頼らずに訳語を探そうとするとデン

マーク語一英語辞典，英和辞典やデンマーク語一ドイツ語辞典，独和辞典を用いるのが一般

的ではないであろうか．この方法で訳語を探す際に，その作業過程のどこかで誤りを犯す危

険がある．

　かつて，デンマーク語でredfiskという魚が「ハドック」と訳され，「rosefishとも書う」

という注がつけられているのを目にしたことがある．ハドックとは北西大西洋に生息するタ

ラの仲間であるが，rosefishとはメバルの仲閥であるから，「redfiskはハドックであり，

rosefishとも言うjというのは理屈に合わないことになる。ではなぜこのようなことが起こる

のであろうか。

　rsdfiskはデンマーク語一英語辞典DERで調べると，　redfish，　rockflshとあり，これらは

『英和大ラ』によるとメバルの仲間であることが分かるが，『英和中』には載っていない．

redfiskをデンマーク語一英語大辞典DESで調べると，　Norway　haddock，　rosefishとあり，『英

和中』にはrosefishは載っておらず，　Norway　haddockも載っていない，しかし，　haddockは

載っており，「①ハドック（北大西洋産のタラの一種），②ハドックの身」という2つの意味

がある．そこで，先に見た訳者は，rsdfiskはN◎rway　haddockということからノルウェーの近

くに生息するhaddockのことと考えて，ハドックとしたのであろう．しかし，実はここで

〔haddock　＝ハドック〕としたのがいけなかった．英語のHaddockには，『英和大ラ』による

と，「①北大西洋産タラ類の食用魚，②メバルの一種Sebastes　Marinus（rosefish）」という

2つの意味があるからである．このように『英和大ラ遍を見ていれば，〔rzdfisk＝ハドック〕

という誤訳は生じていなかったことは明らかである，

　SFYBのポスターを見ていると，　pighvarというカレイやヒラメの仲間の魚に目が止まる．

この魚は，形こそ鼠本のヒラメよりもずっと丸みを帯びているものの，大型魚で，醤が体の

左側にあり，美味で高級魚である点から，ヒラメを思い起こさせるが，SFYBにある譲本語

ではMeganemongaraとなっている。『デ暮らす』でも「ひらめ（めがねもんがら）」となって
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いる．「めがねもんがら」とはフグ目モンガラカワハギ亜目モンガラカワハギ科のメガネハギ

のことであろう，pigkvarとは似ても似つかぬ魚である。どうしてそうなったのであろうか．

それはpighvarに対応する英語のturbotに鍵がある．　turbotは平たい魚を指すようで，『英和

大ラ』によると「①ヒラメ科ホシダルマガレイ属の一種，②各種の扁平な魚，③＝　triggerfish：

モンガラカワハギ：モンガラカワハギ属Balistesおよび近縁属の，体高の高い，側偏した魚

の総称」とある。pighvarを実際に知っていれば自動的に①の意味をとるであろう．なぜ横に

溝い魚である③を選んだのか疑問である．『デ暮らす』のほうは，pighvarを知っていたと思

われるのに，fひらめ（めがねもんがら）」としたのは，　SFYBにあるMeganemongaraがモン

ガラカワハギの一種だとは知らずに，これを訳語に追加したものと思われる．

　以上，2つのケースから，辞書を調べて行く際に，対象の魚をイメージしておかないと，

とんでもない訳語を選択してしまい，そのものとはまったく違った魚になってしまう危険が

あることが分かる．

2．3．英和辞典，独和辞典の間違い・不備に起斡する誤訳

　havkatという魚がいる．直訳すると「うみねこ1であるが日本語でいう海鳥のウミネコで

はない．ほうきの柄でも噛み砕いてしまうと恐れられる鋭い歯をもち，体長1メートル近く

にもなる魚である．havkatという名称は顔のイメージからきているのではないかと思われ

る．この仲間は北海道以北の太平洋にも生息しており、オオカミウオと呼ばれる．しかし，

『デ和』：「なまず」，SFYB：「Taiseiyo－namazuj，『デ暮らす』：「なまず」となっており，3点

ともに「なまずjであるとする．その誤訳の背景は次のようだと推測される．

　まず，DERでhavkatを引くと，　catfishとなっている．次にcatfishを『英和中』で引くと，

「なまずjとなっている．したがって，〔havkat　：なまず〕となったのであろう．　SFYBは気

が引けたのかどうかは知らないが，「Taiselyo－」という表現を追捕している．〔havkat　xなま

ず〕という訳語は，DERと『英和蝿を見るかぎりは問違っていないように思える．では，

何がいけなかったのか．それは，『英鵜中』にcatfishのもう1つの意味である「オオカミ

ウオ」がなかったのが原因であろう，あるいは，［）ERにhavkatのもう1つの英語駅である

wolffishがなかったのが原因であるとすることができるかも知れない．この場合，　DERの不

備のほうが『英和中』の不備よりも，罪が大きいのではないかと筆春には思えるが，いずれ

にせよ，辞書の不備から，場合によっては辞書の誤りから，誤訳が生じる危険があり得るの

で，複数の辞書，それも大きい辞書を参考にすべきであることが分かる．

3．訳語の望ましい探し方

3．雀．複数の辞書を使う

　魚類名称などの日本語訳を考えるときには，複数の辞書を使うべきであることを述べたが，

sveerdfiskなどはどの辞書を調べてもくメカジキ〉という訳語にたどり着く．『デ和』：〈めか

じき〉，SFYB：＜Mek頃kl＞，窪デ暮らす』：〈めかじき〉；DER，　DES：swordftsh，『英和中』：〈メ

カジキ〉，『英和大ラ』：〈メカジキ〉；1）TR，　DTS：Schwertfisch，『独和研』：〈メカジキ〉，『独職
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郁』：〈めかじき属；めかじき科〉，『独和大』：〈メカジキ〉．これはメカジキが世界の海（暖海

域）に生意し，種類が同じであることが要因であると思われる（北海で見られるメカジキも

太平洋で見られるメカジキも同種で，学名を彩ρ加α5gladiusという）．このsveerdfiskの場合

には，DERと『英和中』との2点で十分であるかのように思えるが，他の魚の場合にはそう

はいかない．

　hornfiskを見てみよう．『デ和』：〈だつ，ようじうお，かみさより〉，　SFYB：〈Datsu＞，『デ

暮らす』：〈だつ〉；DER，　DES：garfish，『英和中』：なし，『英和中6S：；gar．〈ガー，ガーパ

イク；ダツ〉，『英和大ラ』：＝gar．〈1．鱗骨魚：Lepisosteus属の淡水魚…；2．＝needlefish

1．［needlefish　1．ダツ，ダツ科Belonidaeの魚の総称；2．ヨウジウオ〕〉；DTR，　DTS：Romhecht，

『独和研』：なし，『独和郁』：〈だつ科（硬骨魚綱の一科）〉，窮虫和大』：なし．

　『デ和』のくかみさより〉というのはよく分からないが，サヨリとカミソリウオが混同さ

れたものである可能性が高い．〈ようじうお〉とともにneedlefishの訳語であろうが，正しい

とは言えない．また，『英和大ラ』の〈1．鱗骨魚：Lepisosteus属の淡水魚〉を選択しないの

は，h◎rnfiskの学名がBelone　beloneであることから理解できるであろう．デンマーク語の

hornfiskがくガー，ガーパイク〉ではないということは，9’英和中6』を見るだけでは分から

ない．なぜならば，hornfiskが〈ガー，ガーパイク〉と〈ダツ〉のどちらであるかを判断す

る基準となる学名が『英和中6』には付せられていないからである．このことから，辞書に

は（語彙集や小辞典でないかぎり）学名のラテン語を付しておく必要があることが分かるで

あろう．英禰辞典を見るかぎり，辞書は大きい方が情報が豊富で，正確であるようであるが，

独和辞典を見ると，必ずしもそうではないことが分かる．hornfiskに対応するドイツ語の

Hornhech｛は『独和大』には載っていないが，『独和郁』には載っているからである．英語に

関して書うと，はじめから英和大辞典を調べれば，中辞典のほうは調べる必要がないようで

あるが，ドイツ語の場合には同じことは言えないようである．ただし英語の場合でも，『英和

中』の第6版であるil英和中6』は，学名が付されていない点に不満は残るが，魚類名に関

しては大幅に改訂されており，新しい情報が盛り込まれているようであり，時には『英和大

ラ』よりも優れていることがある．例えば，langeという魚は英語でlingというが，これは『英

和中』では〈タラ科の食用魚〉，『英和大ラ』ではく体の長いタラ科の食用魚〉となっている

のみで，訳語としては不十分である感じがするが，『英和中6』ではくクロジマナガダラ，リ

ング（北ヨーUソバ産のタラ科の食用海産魚）〉とある．リングというのは英語をカナ読みに

しただけであるが，クロジマナガダラは標準和名となっているようであるので，こちらの方

が適切な訳語であろう．

3，2．学名を基準にする

　多数の英和辞典や独和辞典を用いても，訳語がまったく分からない場合がある．例えば，

hellefiskは英語では（DER，　DES）Greenland　halibut，ドイツ語では（DTR，　DTS）Schwarzer

Heilbuttである．　Greenland　halibutは『英和中』，『英和中6』，『英和大ラ』のどれにも載って

いないし，Schwarzer　Hellbuttも『独和研』，『独和郁』，『独和大』のどれにも載っていない．
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これではhellefiskの訳語は見出せない，一方，　halibut自体は『英和中』，『英和中6灘，『英和

大ラ』に載っており，オヒョウのことであると分かるし，ドイツ語のHeilbuttも『独和研』，

『独和郁』，『独恥大』からオヒョウであると分かる．そこでhellefiskは英語名Greenland

halibutからくグリーンランドオヒョウ？〉としても良いのだろうか．それとも

ドイツ語名Schwarzer　Heilbuttから〈クロオヒョウ？〉とでもするのだろうか．まさにこのよ

うな方法を採ったと考えられるのだが，『デ和』では〈（グリーンランド）おひょう〉，『デ暮ら

す』では〈グリーンランハリバ〉となっている．しかし，動植物の名称の訳語には，標準和

名が存在するかぎり，それを用いるべきであると筆者は考えるが，〈グリーンランドオヒョ

ウ？〉あるいは〈クロオヒョウ？〉は標準和名なのであろうか．もしもこれらが標準和名で

ないとすれば，訳語として勝手に用いるのは避けるべきである．そこで，hellefiskの学名を

見れば，Reinhardtius　hippoglossoi4tesとなっている（ODS，　NDO，　SNNDO，　DES，　FKFなど〉。

一方，『N海魚』を見ると，（偶然に）hellefiskと同属同種の魚が日本近海にいることが分か

る．それはカラスガレイであり，学名がReinhardtius　hippogiossoidesとなっており，heHefisk

とまったく同じである．したがって，〔hellefisk　：カラスガレイ〕とすることができる．この

点，SFYBはhellefiskを正しくくKarasu－garel＞としている．このhellefiskのように，日本近

海にも同種の魚がいれば，その標準和名をそのまま訳語にすることができるのであるが，実

際には北欧の海に生恵する魚で日本近海でも観察されるものは非常に稀なようである．

　heilefiskと同じく大型魚であり，しかもカレイ罠の中で最大であるhelle登獅derは，学名

をHippoglOSSUS　hippog10SS　USというが，これと同属のHippoglOSSUS　stenolepis，すなわち，

オヒョウが北太平洋などの日本近海にいる．同属ではあるが，種が異なるので，hellefiynder

をオヒョウとするのは正確さに欠ける．このように，日本と北欧（ヨーロッパ）には同属異

種の魚は多数いるようであるが，その多くは辞書類を見ても，標準和名が分からない場合が

ほとんどである．しかし，中には標準＄il名が分かるものもある．例えば，日本のニシン（Ctupea

pallasii）に対するsild（Ciupea　harengus），マアジ（Trachurns　japonlcus）に対するhestemakrel

（TrachttrUS　iracl？urUS），ウナギ〈Anguillα　」αponica＞に対する51　〈Anguilla　anguiila）力弐そうで，　slld

はタイセイヨウニシン（『電日百』），hestemakrelはニシマアジ（『英和研6』），51はヨ　ロッ

パウナギ（il電H百』）という和名で呼ばれているようである．ニシマアジの“ニシ”はヨー

ロッパウナギの“ヨーロッパ”と同じか，あるいはタイセイヨウニシンの“タイセイヨウ”

と同じことを表していると思われるが，これは学名のように和名を最初につけた人の方針の

違いによるのであろうか．いずれにせよ，hellefiynderの標準和名がはっきりとしない現段階

では，筆者が勝手に和名をつけるわけにはいかないが，“タイセイヨウ”を括弧に入れて暫定

的に〈（タイセイヨウ）オヒョウ〉としておくことにする．ところで，hellefiynderの訳語とし

て〈オオヒラメ〉というのを見たことがあるが，この訳語は避けるべきであろう．確かに

オヒョウは「オオヒラメともよばれてヒラメの代用にされ」（『電目削）ることもあるし，ま

た漢字で大癬と書くこともあるが，「体の右側に霞があるカレイの仲間で1建電日百』）あり，

決してヒラメ科ではない．このように，訳語には商業用の名称は用いるべきではないであろ

う．また地城による方言名も避けるべきである．

158



大阪外国語大学論集第24弩（2000年）

3．3．葬専門家による訳語選択の限界

　§3．3でhellefiynderの訳語を暫定的に〈（タイセイヨウ）オヒョウ〉としたが，本当にそう

して良いのかは魚類の専門家ではない筆者には判断できない．torsk（Gadus〃morhua）と日本の

マダラ（Gadus　macrocephalus）はともにタラ科に含まれ，さらにGadusという同じ属に含ま

れる．また，『電日百』にはf大頭洋産マダラ類G．　morhtta　」とあるので，　torskをくタイセイ

ヨウマダラ？〉としても良いのだろうか．また，同じくタラ科のlubbe（Pollachius　pollachius！

Gadus　poliachius）は英語ではpollackというが，『電貫百』には「スケトウダラに相当する

大西洋産のポラックpollack　jという表現があることから，　lubbeを〈タイセイヨウスケトウ

ダラ？〉としても良いのだろうか．

また，§2．2で言及したredftskは学名をSebastes　marinusというが，　Sebastesという属に

含まれる魚はH本にはメバル，Xゾメバル，ウスメバル；バラメヌケ，サンコウメヌケ等々

多くの種類がいて，果たしてrodfiskは〈メバル属の魚〉とすれば良いのか，〈メヌケ属の魚〉

とすれば良いのか筆者には判断ができない．

　また，同じく§2．2で言及したpighvarの学名はRhombus　tnaximus（Fl〈F，　FFN），　Psetta　inaxima

（FKF），　Sc（）ρhthabnus〃maximus（NDO，　SNNDO）の3つがあり，非常に混乱する．　Psettα　MaxiMa

がliEしいとすれば，　il英和大ラ』のturbotの説明「ヒラメ科ホシダルマガレイ属の一種Bothus

（Psetta＞〃maximα．ヨーロッパ産」から，〈ホシダルマガレイ属の魚〉になるであろう（しかし，

この場合でも，ホシダルマガレイ属はヒラメ科ではなく，ダルマガレイ科であろうから，『英

私大ラ』の説明は完全ではない）．しかし，FKFよりも発行年数の新しいNl）0やSNNDOの

方が新しい分類なのであろうから，5cop励α伽雄MaXiMUSで訳語を考えなくてはならないで

あろう．しかしScophthalm　us属は胸海魚誰を見ても，　R本には生息しない種類のようであ

り，その標準和名は判明しない．どうすれば良いのであろうか．

　こういった闘題点は魚類の専門家の協力を得ないと解決できないもののように思える．

3．4．救世主の出現

　本稿の執筆を筆者が考えたのは4年前のことである．しかし，§3．3で見たような解決不

可能な問題が幾つも残ったので，本稿は今日までfiの目を見ることがなかった，しかし，

昨年末に『世界魚』，すなわち『魚の分類図鑑一世界の魚の種類を考える悉が出版され，

これを通して1，0w，すなわちFisεes　of　the　world．　3　rd　editionを矩った．また，今年上旬に『商

用魚』，すなわち『ne　fi漁介名ハンドブック』が出版された，

　『商用魚』は外国からH本に入ってくる魚の名称が学名と和名で示してある．商用魚介名

であるから，食用の魚介を扱っており，北欧産の海水魚のうち食用になるものはほとんどが

扱われているようである．『商用魚』の最大の利点は，学名が分かれば，英和辞典などを介さ

ずに直接和名を調べることができることである．§3．3で書及したtorskは，『商用魚』によ

ると，「タイセイヨウダラ」（『商用魚』では「大匹洋ダラ」となっているが，和名はカタカナ

書きをするのであるから，これは印溺ミスであろう．）となっている．一方，hellefiynderは

「ハリバット，オヒョウ」となっているが，筆者にはタイセイヨウオヒョウのほうが好まし
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いと思えるので，タイセイヨウを括弧に入れて〈（タイセイヨウ）オヒョウ〉というように示

すことにする．rvadfiskは響商用魚避によると「メバル［メヌケ］種」となっている．ちなみに，

『商用魚』が「～種」とするときには，～属に含まれる一種のことだと解釈できる．つまり，

「メバル種」となっていれば，メバル属Sebastesの一種であるという意味であろう、

　新しい分類によると思えるpighvarの学ili　ScophthalMUS　MaXiMUSは『商用魚』には載って

いない．このことから，『商用魚』は最新の分類を採用してはいないことが分かる．最新の

分類というのは，現在のところ，FOWをもとに検討した建徴界魚』を見なくてはならないで

あろう．FOWも『世界魚』も科のレベルまでしか載っておらず，属や種は調べられないが，

最新の分類が分かるという点で葬常に有益な文献である．FOWと『琶界魚毒によれば，

pighvarはカレイ目カレイ亜目スコプタルムス科に含まれることが分かる．『世界魚』は，

和名のない分類群の名称に関しては学名のラテン語をそのままカタカナ書きにしたものを

使うとしている．その場合，『盤界魚』も書っているように，ラテン語は古典ラテン語の発音

をカナ表記するのが良いであろう．そういうわけで，pighvarの訳語は，＜スコプタルムス科

の魚〉としただけではどのような魚なのかイメージがわきにくいであろうから，〈カレイE

カレイ亜目スコプタルムス科の魚〉あるいはくカレイ亜目スコプタルムス科の魚〉とするの

が良いと思われる．

　鳥類名称の訳語を考える場合には『世界鳥』，すなわち『世界鳥類恥名辞典』の1擢｝があれ

ば十分であろう．学名の載っているデンマークの鳥類図鑑（例えばFLF）から直接漁名が調

べられるからである．『商備魚』が非常に有益であることはすでに言及したが，世界のすべて

の魚類が扱われているわけではない．魚類に関しても『世界鳥』同様の辞典の刊行が待ち遠

しいものである，

4．デンマーク語の海水魚類名称の＄本語訳

　FKFは185種類のデンマークの魚を扱っており，そのうち約40種類が淡水魚であるから，

残り約145種類が海水魚ということになる．北海を広く探せば，デンマークの魚の数はもっ

と多くなるであろう．本稿では，紙数の関係もあり，SFYBにある60種類に，筆者が必要と

思う1種（tobis）を加えた61種類を対象とし，それらの訳語を検討する．

4。1．英稲辞典，独和辞典と比較しながら

　本稿でこれまで考察してきたことから，学名が分かれば，『商用魚』とFOWと『世界魚』

の3冊さえあれば，ほとんどの場合，訳語の決定ができることが分かった．しかし，§4．王

では，メジャー言語である英語とドイツ語の辞典類で魚類名称がどのように訳されているの

かを見るために，英和辞典や独和辞典の記述等も示して，訳語を検討する．なお，ここで示

すのは，『デ暮らす毒に挙げられている30種類のうちの数種類にとどめる．
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（1）デbars（＝havbars） スhavsabborre ノ　　熱avゑbor；havabbor

英bass；sea　perch 吾虫　Wo蓋f奮barsc熱；Seebarsch 仏bar　comm撒
『英和中』bass：×バス（スズキの類）（A）；sea　perch：なし（B）

『英和中6』bass：×バス，ブラックバス；sea　perch：なし

『英称大研』×スズキ自スズキ科とサンフィッシュ科のうちブラックバス属（Micρepterus）の

魚の総称．b。　X瓢perch　la　［pe罫ch：1a．×パーチ（Pεκα魚v∫α〃紛（ヨーロッパ産パーチ属の淡水

魚）．］．2．スズキ科の海産食用魚の総称（black　seabass，　s£riジped　seabassなど）．［black　sea　bass；1。

×米国大西洋沿岸に生息するスズキ科の食期魚（Centropristes　striatus）．2需glant　bass｝

【gian重bass：×米国Call麦b湘a州産のスズキ科の大型食用魚（Stereotepis　g乞9αs）

（E犠ropean　p¢rgh）Perca　Suviatilis；sea　perch：なし

『英和大ラ』bass：L×バス：スズキ目クロマス科Cεη’rα励’ぬ¢の畝crqρ！εr雄属の淡水薩食用

魚の総称；コクチクバス，オオクチバスなど．2．×（もと）（ヨー一ロッパ産の）スズキ目の魚

『独軸研』なし 『独和郁』なし 『独和大遷なし

『デ暮らす』すずき 『デ和』なし SFYB：Suzukl－no－rui

学名　：Morone　labra）c，　Dicenti・α’℃｝lus　iabt・α⊃c

和名：ニシスズキ（『仏和中』ニシスズキ［地中海・東大西洋産の食用魚：×スズキ科］［新し

　　　い分類ではモロネ科］

訳：ニシスズキ，すずき（c）

デ篇デンマーク語，ス嵩スウェーデン語，ノ篇ノルウェー語．（A）デンマーク語の訳としては間違っている，

あるいは見当はずれだと思われるものには，×を付してある．（B）見幽し語として取り上げられていない．

（C）β常の会話や小説の翻訳など，生物学的に厳密さを要求されない場合の略式の訳とし用いても良いと思

われる訳語．

（2）デ恥sing スq護rsi訟9 ノqesi鑓9

英weever 独Pe重em｝annc短最 仏vlve
『英称中』なし 配英和中6』なし
『英漁大研』トラギスに似たハチミシマ属物c勧駕の海産食用魚の総称（ハチミシマzみαoo，．マムシミシマτvψθアα）

『英和大ラ患スズキ員Trachinidae科の小形あ海魔魚の総称1esser　weever（2吻εアのの2種；ヨーロッパ産；背に有毒なトゲがある．
；grea｛er　WeeVer（TrachinUS　dracO），

『独和研』なし　　『独和郁』 ×みしまおこぜ亜囲に属するヨーロッパ産の海水魚の一種
『独湘大』トラキヌス（とげのあるキスに似た魚で聖ペテロにささげられる）

『デ暮らす』×とらぎす　　　『デ和』×とらぎすの類 SFYB：×τbragisu
学名：T・a・h1璽伽C・，伽・hinus　vip・ra

和名：スズキ目ワニギス亜目 トラキヌス科トゲミシマ属（『繊界魚』と『商用魚』による）

訳：スズキ目ワニギス亜目トラキヌス科トゲミシマ属の2種の魚㈹

bars　　20－40　cm（100　cm）（8） ij　eesin9　20－30cm（43）cm
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（3）デs匂（竃grasの スS司，gras司 ノs句

英coal行sh，　po｝lack 独k6hler，　Blau負sch 仏短聴◎lr

『英和中』なし 『英和中6』なし

pollαchius）（ヨーロッパ沿岸種）．

『英和大研』coa澁sh：1．需polla改b。2。×体色の黒いギンダラの類の魚類の総称．　pollack：タ

ラ科ポラック属（Poilachius）の下あごが突出している数種のタラの類の総称：aポラック（P
　　　　　　　　　　　　　　b．セース（P．virens）（北大西洋産；salthe，　coal飴hとも書う）．

産；食用；pollockともいう．

『英和大ラ』coal廊h：1．篇sabl顧sh：×ギンダラ（銀鱈Mηqρ1gρo〃zαルη勧α：北太平洋の大形食

用魚．2．盤pollack；ポラック：タラ科ポラック属Po〃oo鰍3の海産魚の総称；北大蘇洋産沿岸

『独和研』鼓6熱1er：セース（タラ科の黒い魚）；Bla罎schなし

猛独和郁』k6hler：（北大酋洋産の）たら（鱈）科の魚；Bla面schなし

『独和大』k6hler：タラ（鱈）科の食用魚（燃製などにした肉はSeelachsとして扱われる）；

Blau傭ch：アミキリ　（？）

『デ暮らす』たらの類 『デ矛ロ』×黒だら SFYB：なし

学名：　Pollαchius　virens、　Gαdus・virens

和名：シロイトダラ（『商用魚』による）

訳：シ鷹イトダラ

sej　　70－100　c1n（120・cm）

skrubbe　　30－60　cm

， 　i、　　Pt’

（4）アskrめbe スskrubba，　skrubbsk吾dda ノskτubbeny飛dre

英flG聡der 独Flunder 仏嶽et

『英和中』×カレイ目の魚の総称（カレイ科とヒラメ科の魚類：食用）

『英稲中6』Xカレイ琶の魚の総称（カレイ科とヒラメ科の魚類：食用）；ヌマガレイの一種
（ヨーロッパ産）

『英禰大研』×カレイ属の魚の総称（fiatfish）xカレイ科とヒラメ科の魚類）

『英和大ラ』三，ヌマガレイP1副o〃1那ガe3欝：海産，食用；ヨーロッパ産．2．×ヨーロッパ産以外

のカレイ類とその近縁種の総称3。×（広義に〉カレイ：シタビラメ（sole）以外のカレイ類の総称．

『独和研二』カレイ　（蝶）

『独和郁』ぬまがれい

『独和大』カレイの一種

『デ暮らす』かれいの類 『デ和』×ひらめの類 SFYB：Karel

学名：PZa｛ichthys　flesus×（旧分類でlrk　Pleuronectes∫lestts）

和名：ニシカワガレイ，ニシヌマガレイ（カワガレイはヌマガレイの別称）

訳：ニシカワガレイ，ニシヌマガレイ，かわがれい，ぬまがれい
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（5）デhav竃aske（麗bぎed伽b） ス狙ar填lk ノ　bre組abb，　havtaske，　ma獄lk

英angler（fish） 独Seeteu飴1 仏bardrole，10鵬

『英和中』×チョウチンアンコウ　　　　　『英和中6毒×チョウチンアンコウ

『英和大研』チョウチンアンコウ醗目の魚類の総称㈹man重olophus　groenlandlc秘sなど）

『英和大ラ』1．×（特に）北米大西洋岸産のアン頴ウ加ρ伽3α1η副cαη鰐…；2．アンコウ（イザ

リウオ，アカグツを含む）：アンコウRPediculatiの近縁種の魚

『独和研』なし 『独職郁』あんこう科 融和大悉アンコウ
『デ暮らす』あんこう 『デ和』なし SFYB：Anko
学名：　LophiUS　piSCαtoriUS

和名：ニシアンコウ（キアンコウ属）

訳：ニシアン淑ウ，あんこう

haval　　玉5◎－250　cm（300　cm）

havtaske　　　　IO◎一．王35　cm（300　cm）

（6）デ薮a轍 ス11aVS甜 ノhav顔
英CO轟ger（eel） 独Mee罫aai 仏CO響e　comm囎
『英和中』アナゴ 『英和中6』アナゴ
『英頼大研』1，アナゴ科の魚の総称；2．モトアナゴCoηgθr　coηgεr

『英和大ラ』　1．ヨ～ロッパアナゴ，モトアナゴ…；2、アナゴ科の魚の総称

『独和研』なし　『独和郁』（大西洋産の）くろあなご（黒穴子） 窟独和大』アナゴ（穴子）

『デ暮らす』あなごの類　　　『デ和』なし SFYB：Anago－noイ凱

学名一：Conger　conger

禰名：ヨーロッパアナゴ，モトアナゴ

訳：ヨーロッパアナゴ，モトアナゴ，あなご

（7）デhelle薮sk ス翫en　halle伽ndra ノ　　svartkveite，　biakveke

英Gree霧land　halibut 独Schwarzer｝｛eilbu£t 仏n6tan　nolr

『英稲申』なし　　　『英和中6』なし 『英漁大研』なし　　『英和大ラ』なし
『独和研』なし　　　　　　『独和郁』なし 『独和大』なし

rデ暮らす』×グリーンランドハリバ

『デ和』×（クリーンランド）おひょう

SFYB：Karas縫．　arel

学名　1Re毫璽hαrd£ius｝τippoglOSS◎三des

和名：カラスガレイ

訳：カラスガレイ
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hellefisk（FFNより）　　　80－100　cm

havkat　　　40－70　cm（125　cm）

　　　　　＿“

（8）アhavkat スhavska毛t ノhavka重t

英cat負sh，　wO1緬曲 独Seewolf 仏［ou　de　mer

『英和中』cat恥熱：×ナマズ；wo撚sh：なし

『英稲中6』cat飴h：×ナマズ；wolf薮s難：オオカミウオ

『英頼大研』cat撫h：1．　Xナマズ目の各種の魚の総称．2．オオカミウオ（wolf罰sh）；

WQlf儒hほ．オオカミウオ（纐α梅chαεZμρ㍑5）；×北大西洋のギンポ亜毯の魚

『英和大ラ』cat臨h：王．×ナマズ羅…；2．オオカミウオ（wo甑sh）；3，×猫に似た魚の総称；

wol絹S紅：オオカミウオ：スズキ貝オオカミウオ科オオカミウオ属の魚の総称

『独和研』なし 『独和郁』おおかみうお（狼魚）科 『独和大』オオカミウオ

『デ暮らす』×なまず 『デ和』×なまず SFYB：×　Taiseiyo－namazu

学名　：ノlnarhic海as　lupus

粕名：ニシオオカミウオ（『商用魚』による）

訳：ニシオオカミウオ，おおかみうお

　（1）のbarsから（8）のhavkatまでの蓑から，正確な和名を求めるには『英粕中』や『独和

研』や融和郁3といった中辞典はあまり，あるいはほとんど役に立たないことが分かる．

この点に関しては『独和大』もこれらの中辞典と大同小異である．中辞典や『独柏大』には

学名が示されていないこともマイナス点となっている．それに対して，執筆者や校閲者を多

数抱えている『英和大研』や『英和大ラ』は，予想通りに，学名もきちんと示されているこ

とが多く，相当に詳しい情報が得られることが分かる．とは言うものの，辞書の発行晴期を

考慮すると，蒔には辞書の内容が魚種のその後の分類上の変更に対応していないということ

などもあり，完全に信用できるかどうかは疑問の余地があろう．

4．2．残りの魚種

　§4．2では，§4．1で扱わなかった残りの魚種を扱う，ここではSFYBから，デンマーク語，

スウェーデン語，ノルウェー語，学名，英語，ドイツ語，フランス語，fi本語を示し，それ

に『デ暮らす』と『デ和』の記述を加えた上で、FOW，『世界魚』，『商用魚』を参考に検討

した訳語を示す．
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，＾L　　　－一や

（9）　フー　anミ」OS

英a籍chovy

スanSJOVis

独An（s）chovis，　Sardelle

ノansjOS

仏anchois　commUR
『デ暮らす』かたくちいわし

『デ和』アンチョビー（かたくちいわしの類）

SFYB：Katakuchiiwashi

学名　二Engraulis　encrasicho互ns

和名：カタクチイワシ，アンチョビー

訳：カタクチイワシ，アンチョビー anミjos　　　玉2一茎6c恥（20　cm）

，一 　＾、　　＿“

（10）アbrisllng

英sprat

スskarpslll，　vassbuk

蓉虫　Spro麓e，　S茎）ro鍵

『デ暮らす』なし

ノ　brisllng

il’デ軸』にしん類の小魚

SFYB：Nishl織一no一職i

学名：Sprαttus　sprαttus

和名：ニシン科ウルメイワシ属

訳：ニシン科ウルメイワシ属の魚

仏sprat

b罫is践ng　　玉6一玉8cm（20　cm）

（11）デbrosme

英重orsk

スlubb

独Brosme
『デ暮らす』なし

ノ　brosme

仏brosme

『デ和』なし

SFYB：Tara－no－rui

学名：　Brosrne・brosine

和名：タラ科ブUスメ属

訳：タラ科ブmスメ属の魚 brosme　　40－70　cm（100　cm）

（12）デbrugde

英basking　skark
スbrugd
独Riesenhai

『デ暮らす』なし

ノ　brugde

『デ和』うばざめ

SFYB：なし
学名 ：Cetorhinus　mαximus

和名：ウバザメ，バカザメ

訳：ウバザメ，バカザメ

仏requin　p61erin

brugde　　　200－1000　cm（1500　crn）

「・　As　　－tS

（13）アglansfisk

英　opah，　kingf1sh

スglaRsfisk

吾虫　Gotteslachs

『デ暮らす』なし

ノlaksesterje

仏　lamorir

『デ和』なし

SFYB：MaRdai
学ftk　：　La・npris　9漁鍬・

和名：アカマンボウ，マンダイ

訳：アカマンボウ，マンダイ
glansfisk　　　　玉00－150　cm
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　＿　　　　ve“

（t4）　ア　9罫邑knurhane

英grey　g縫mard

スk捻orrkane，　kRGt ノ　knurr

独grauer　Knurrhahn 仏gro黙dln　gris

『デ暮らす』なし
『テs＄ロ』　茎（nurhaRe：　｝まう壷ま1う

SFYB：Hobo－n◎－rui

学名：Trigla　gurnardus

恥名ニホウボウ科トリグラ属

訳：ホウボウ科トリグラ属の魚 grS　knurhane　30－40　cm（60　cm）

，‘　唱、　　v－一

（15）アhavbrasen

英pomfret

スhavsbraxen
ち虫　Brachsenmakrele

ノ　　havbrase

仏grande　castagnole

『デ暮らすぶなし

『デ和』なし

SFYB：Hamas嫉ma　a重suo

学名：　Brama　raii

和名：シマガツオ属

訳：シマガツオ属の魚 havbrasen　50－60　cm（80　c餓）

，曹　，、　　，s

（16）アhelleflynder

英　ha韮ibut

スhalleliundra

独　Heilbutt

ノ　　he難eflyn（lye，　kveite

仏fl6tan

ilデ暮らす』×大西洋ハリバ（大ひらめ）

窪デ和』おひよう

SFYB：×Taise三yo－kariba

学塩　：Hippoglossus　kippoglOSSttS

涌名：タイセイヨウオヒョウ

訳：タイセイヨウオヒョウ，おひょう helleflynder　　董00－200　cm（470　cm）

，‘ ＿、　　＿，“

（17）アhestemakrel

英穀orse　mackerel

スtaggmakrlll，　hastemakrill

独Bastardmakrele

ノ　士ag9鵬ak罫el茎

仏chinchard　commun
『デ暮らす』まあじ

『デ軍輔なし

SFYB：Maa’i

学名：Trachurus　trachurus

和名：ニシマアジ

訳：ニシマアジ，まあじ，あじ hes重emak「el 30－40cm

，． 　＾、　　一一“

（18）アhom薮sk
英　gar（藪sh）

スnUbbgadda
独　　Hornhecht

『デ暮らす』だっ

ノ　　horngje韮

琿デ和』だつ，×ようじうお，×かみさより

SFYB：Datsu
学名：Belone・betone

和名：（ヨーロッパ）ダツ

訳：（ヨー一ロッパ）ダツ

仏Qrphie　commune

hornfisk　　50－70　cm（90－100　cm）

166



大阪外国語大学論集第24号（2000年〉

（19）デhvilling

英whiting

スvitling

独WittliR9，　Merla無

ノ　　hvitting

仏merlan
『デ暮らす』こだら

『デ和』小だら

SFYB：Kodara
学k　：　Merlangiu・灘・r・1・ngu・

湘名：タラ科メルランギウス属

訳；タラ科メルランギウス属の小形の魚 妻lv三11inff　　　　20－30　cm（60　c竃n）

（20）デhkising スlerskadda
英　long　rough　dab，　american　plalce　吾虫　Rauhe　Scharbe

『デ暮らす』なし

ノ　　gape到y蕪dre

仏balai

『デ牽輔なし

SFYB：×okyo－no－rul

学匁珈P・gl。SS・ides　plateSS・tdes

禰名：グリーンランドアカガレイ

訳：グリーンランドアカガレイ haising　　　20－25　c搬（30－35　cm）

（21）デlslng，　slette

英dab

ス　sandskadda，　slatta

独Scharbe，　Kliesche

『デ暮らす霞なし

ノ　　sand釘yndre

仏limaRde

『デ和』x小がれい，×すながれい

SFYB：×Kogarel
学名　：Limanda　limanda

和名：マコガレイ属

訳：マコガレイ属の魚 まs玉ng　　　　　25－40　cm

v＾＾L　　＿母

（22）アklumpfisk

英Ocean　sunfssh

スk｛ump癌sk

独Mendfisch
『デ暮らす』なし

ノ　　m含nefisl（

仏mole　commun

『デ和』なし

SFYB：maRb6
学名：　Mola　rnoia

和名：マンボウ

訳：マンボウ

懸麟
縛　　嚢
葎

灘難鱒
klum　f董sk　　　　leO－200　cm（300　cm）

，翻畠、　　一一一一一

（23）　ア　ku韮垂er

英　ha（歪dock

スkolja

独Scketlfisch

『デ暮らす』なし

ノ　hyse

『デ和』×もんつきだら

SFYB：×Kitataiselyo－tara

学名　：MeZ璽群ggrαP誓｝π翼εαeglefmus

和名：（タラ科メラノグランムス属）ハドック

訳：タラ科メラノグランムス属の魚，ハドック

仏eglefin

kuller　　30－50　cm　l　IO　cm
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（24）デkulmule スkurnmel

英hake 塔虫　Seehecht

ノ　lysing

仏merlin　commun

『デ暮らす』たらの類

『デ和』（たら類の）食用魚

SFYB：Tara－no－rui

学名：Merluecius　merlτ‘ccius

和名：（タラ科メルルッキウス属）メルルーサ

訳：（タラ科メルルッキウス属）メルルーサ kulmu韮e　　　　50響100　cm（玉50　cm）

（25）デlaks

英salmon

スlax

独Lachs

ノ　laks

仏saumon
『デ暮らす』鮭

『デ和灘鮭

SFYB：なし
学名：Salm◎sαlar

和名：タイセイヨウサケ

訳：タイセイヨウサケ，（アトランティック）サーモン laks　　　　100－120　crn（160　cm）

－島　，L　　v“

（26）アlange

英ling

ス1含nga

独Leng

ノ　laRge

仏grande　lingue

『デ暮らす』なし

『デ和』なし

SFYB：Tara－no－rui

学名：Molva　molva

和名：クロジマナガダラ

訳：クロジマナガダラ
lange　　　80－150　cm（180　cm）

（27）デlodde

英capelin

スlodda

独Lodde

ノ　lodde

仏capelan
『デ暮らす』なし

『デ頼』×たら釣りのえさにする小魚

SFYB：×Kowakasagi－no－rut

学名：MallotUS　villOSUS

和名：カラフトシシャモ

訳：カラフトシシャモ，ししゃも
菱odde　　　　茎8－22　cm

r‘E、　　＿“
（28）アlubbe，　bl盈s畦lyss句

英pollack

スlyrt◎rsk，　bleka

独Pollack

ノ　lyr

仏　1ieu　jaune

『デ暮らす』lyssejたらの類

『デ和』なし

SFYB：Suketou－dara

学名：P・ila・hius　P・lichius

和名：（ヨーロッパ）スケトウダラ

訳：（ヨーロッパ）スケトウダラ，すけとうだら lubbe　　　　40－60　crn（i30　cm）

’
ノ
’
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t‘k、　　闇一禽

（29）アmakrel

英　粗ackerel

スmakrill

独Makrele
『デ暮らす』鯖（ニシマサバ）

ノ　makrell

『デ和選さば

SFYB：saba，　×hirasaba

学名：　Scomber　scombrus

物名：タイセイヨウサバ

訳：タイセイヨウサバ，さば

仏maquereau　commun

makrel　　30－40・cm（50－62　cm）

，畠　＾、　　　v，母

（30）アmulle

英Surmullet，　red　mullet

スgulstrlmmig　mullUS

独Meerbarbe
『デ暮らす』なし

ノ　mulle

『デ和』×ぼら，ひめじ

SFYB：Himeii
学名　二Mullus　sunnuletus

＄ll名：ヨーmツパヒメジ

訳：ヨーUッパヒメジ，ひめじ

仏　r（》uget　barbet

m鷲lle　　　　30－40　cm

、＿8、　講（31）アmuite（tykla）bet　m－） スmulte（tjockltippad　m－）

英grey　mullet（thick－lipped　9．m．） 独Meerasche（Dicklippige　Mう

ノ　multe（tykkleppet　m＿）

ゼデ暮らす』ぼらの類（×めなだ）

『デ和』×まぼら，×ひめじ

SFYB：なし
学名二Mugii　cheto

和名；ボラ（属）

訳：ボラ属，ボラ

仏　muge　a　grosses　lさvres

憂

tykleebet　multe　　50－60・cm（90　cm）

．畠‘、　 “（32）　ア　pighaj

英spiny　dogfish，　spurdog

スpigghaj

独Dornhai
『デ暮らす』なし

ノ　　pigghai，　h含

ilデ和』つのざめ

SFYB：Tsunozame
学名：Sqttalus　acantkias

和名：アブラツノザメ

訳：アブラツノザメ，つのざめ

仏aiguillat　comrnun

p量ghaj　　　　90－100　c搬（120　cm）

，8畠し　　＿“

（33）アplghvar

英turbot
スpiggvar
著虫　Steinbutt

ilデ暮らす』ひらめ（xめがねもんがら）

ノ　　piggvar

仏turbot

『デ和』かれいの1種，いしびらめ

SFYB：×Meganemongara
学名　：Scophthaimus　mα）cimus

和名：カレイ羅スコプタルムス科スコプタルムス属

訳：カレイ揖ス認プタルムス科スコプタルムス属の
魚，（広義の）ヒラメの類ひらめ pighvar　　70－90　cm（IOO　cm）
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J6　」，　　＿停

（34）アrσdfisk スr6dfisk，　kungsfisk ノ　uer

英redfish，　rosefish，　Norway　hadd◎ck 葛虫　Rotbarsch，（｝o玉dbarsch 仏grand　s6baste

『デ暮らす5めばる（×あこう）

『デ和』なし

SFYB：×Arasuka－sake

学名　：　Sebαstes　marinus

和名：メバル属

訳：メバル属の魚，（商用名称）あかうお re（ifisk　　　　90－100　cm

，＾＿、　試（35）アrod　kfturhaRe

英yellow　gurnard

スfenknot

独roter　Knurrhahn

ノ　　rのdknurr

仏grondin　perlon

ilデ暮らす』なし

『デ和』kRurhaneほうぼう

SFYB：Hobo－ne♂rul

学名：Trigla　lucernα

和名：ホウボウ科トリグラ属

訳：ホウボウ科トリグラ属の魚 rvad　knurhane 50－60cm（75　cm）

，臨　r、　　”

（36）アredspeette

英plaice

スr6dsρ雄a
lj虫　Scholle，　Goldbutt

『デ暮らす』かれいの類

ノredspette

仏P｛量ecommun，　carrelet

『デ和』つのがれい（赤い斑点がある）

SFYB：×Blrame，　Karel－no－r縫i

学名洲鋤r・nectes　plateSSα

矛U名：タイセイヨウツノガレイ

訳：タイセイヨウツノガレイ，つのがれい ・・dS’P3eti・’　50－7◎・m（100・m）

（37）デrsdtunge

英iemon　sole

ス　bergtunga，　bergskgdda

独Limande，　echte　Rotz囎ge

『デ暮らす』なめたがれい

ノ　lomye

仏　llmande　sole

『デ和』なし

SFYB：Nameta－arei
学名：Micros’o〃躍3〃｝icrocel加1㍑3伽θ

和名：ババガレイ属，（別称）ナメタガレイ属

訳：ババガレイ属！ナメタガレイ属，ばばがれい／

なめたがれい rσdtURge　　20－45　cm（60　cm）

　　　　　か
（38）アsanktpetersfisk

英John・D・ry

スsanktpersfisk

琢虫　Herlngsk6n三9

『デ暮らす』なし

ノ　　sanktpetersfisk

仏　saint　Pierre

『デ和』なし

SFYB：Mat6dai

学名：Zeus　faber

物名：ニシマトウダイ

訳：ニシマトウダイ，まとうだい st．　petersfisi（　　　　25＿60　cm
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（39）デsardin

英　P至至chard，　sard三ne

スsardin
著虫PiIchard，　Sardine

『デ暮らす』なし

ノ　sardin

『デ和』いわし；にしんの小魚などいわしに似た魚

SFYB：×Sappa－rui

学名：　Sardina　pilchardus

湘名：ニシン科サルディナ属，ピルチャード

訳：ニシン科サルディナ属の魚，ピルチャード

仏sardine，　pilchard

、

sardin　　　　20－25　cm（30　cm）

， 昌＾、　　一一“

（40）アsild

英　herring

スsill

独Hering
『デ暮らす』にしん

ノsild

『デ和』にしん

SFYB：Niskin

学名：Clupea　harengus

和名：タイセイヨウニシン

釈：タイセイヨウニシン，にしん

仏hareng　commun

sild　　　圭7－30　cm（42　cm）

（41）デsildeh勾

英　茎）orbeag韮e

スkabrand，　slllhaj

独Herlngshai
『デ暮らす』なし

ノ　h邑brann

『デ和』なし

SFYB：Nezumlzame
学名：Lαmna　nastts

和名：ネズミザメ

訳：ネズミザメ

仏requin　commun，　taupe

sildehaj 董00－250cm（350－600　cm）

（42）デsHdeko織ge スsillk脇9 ノsi｝dekoage

英oar負sh，　king・fthe　herrings 独Rleme浦sch 仏roi　des　harengS

『デ暮らす』なし

ガデ和』なし

SFYB：×釈yuky囎otsuka｝

学名：　Regalecus　glesne

　　　　　　　馳1．．・、’・：
　　　　‘ノ”‘ン

　　　　繧馨轡sildeko轟ge（FFNより）　　　max，1000　cm

和名：リュウグウノツカイ

訳：リュウグウノツカイ

（43）デskade

英commoR　skate

スsl銭trocka

独Glattrochen

『デ暮らす』なし

ノ　　storskate，　　glattrokke

『デ和』がんぎえい

SFYB：Gan　iei．no．rui

学名：Raja　batis

和名：ガンギエイ属

訳：ガンギエイ属の魚，がんぎえい

仏pocheteau　b｝anc

skade　　　　80－150　cm（300　cm）
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．i
　．、　

試（44）アsko漉st

英grenadier

スsko1ljst

独Gぎe総adierfisch

ノ　　skoles重

仏grenadier

『デ暮らす』なし

『デ和』なし

SFYB：×Shlira

学名：Coryphaenoides　rupestris

和名：ホカケダラ

訳：（タラ冒ソコダラ科〉ホカケダラ skoleest　　　　80－10◎cm＃

　　　　　　　か
（45）アskeegt。rsk

英pout，　bib，　whitiR9　pout

スskaggtorsk

蒼虫　Frafizosendorsch

ノskjeggtorsk

仏　tacaud　commun

『デ暮らす』なし

『デ和毒なし

SFYB：×Namazu－no一田i

学名：　T・is・μe・us・luscus

禰名：フランスダラ

訳：フランスダラ

憶

skacgtorsk（FFNより）　　max，30　cm

（46）デskacrising

英witch
スr6dtunga ノ　　smerflyndre

独Rotzunge 仏plie　cyRogiosse

ilデ暮らす』なし

『デ和壌なし

SFYB：Akas短tablrame
学名：GiyptocephalUS〈］yn　ogiOSSus

和名：タイセイヨウヒレグm

訳：（カレイ科）タイセイヨウヒレグロ，ひれぐろ skaer三sing　　　35－50　cm（62　cm）

（47）　デ“　slethvar

英brill

スSltitvar

蓉虫　Glattbutt

『デ暮らす』ひらめ

ノ　　slettvar

仏barbue

『デ和』ひらめ，かれい（北欧産）

SFYB：｝｛irame，　Karei－no－rul

学名：Scopthalinus　rhombus

湘名：カレイ目スコプタルムス科スコプタルムス属

訳：カレイ陰スコプタルムス科スコプタルムス属の
魚，（広義の）ヒラメ類，ひらめ s蓋ethvar　　　　35－70　cm

（48）デsortmund

英bl・e　whi重lng，　P・U重aSS・導

『デ暮らす』なし

スkolmule，　b玉負vitling

独biaロer　Wl蹟R9

ノ　　1（oimuie

『デ和灘なし

SFYB：Tara－ne－rul

学名：Micromesistius　poutassou

和名：プタスダラ

訳：プタスダラ

仏poutasou

sortmund　　　　30－40　cm（50　cm）
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f－M、　諦（50）アspaerllng

英Norway　pout

スvitlinglyra

吾虫　Stintdorsch

『デ暮らす』なし

ノ　eyep邑1

『デ湘』なし

SFYB：×Noruei－namazu
学名lBoregadus　ITr’soptenrs］　er〃iarki

和名：ノルウェーダラ

訳：ノルウェーダラ

仏tacaud　norv6gien

spacrling 15－25cm

（51）デstenbider スsjurygg，　stenbit，　kvabbso（メス）

英1縫即且sh，　lu搬ps疑cker 独　Seehase

ノ　rognkjeks（メス），　rognkall（オス）

ilデ暮らす』だんご魚

『デ和』だんご魚

SFYB：Dan　o－uo

学名：cンcl．　opterus　IUinpus

和名：ダンゴウオ科キュクロブテルス属

訳：ダンゴウオ科キュクuaプテルス属の魚，だんごうお

仏lump，　cycloptere

ste！｝b茎（董er　　　　30－58　cm

（52）　デぐ　stのr

英sturgeon
スst6r ノ　ster

独gemeiRer　St6r

『デ暮らす遍なし

『デ粕』ちょうざめ

SFYB：Chozame
学名：Acipenser　sturio

和名：チョウザメ

訳；チョウザメ

仏e．S．turgeon　d’Eurepe◎ccidentale

stσr 100－300cm（500－600　cm）

，一＾s　　，“”雨

（53）　フー　sveerdfisk

英swordf茎sh

スsv㌫df1sk

独Schw畷行sch
『デ暮らす』めかじき

ノ　　sver（lfisk

『デ和』めかじき

SFYB二Mekajlki
学名：　Xiphiαs　glαdius

和名：メカジキ

訳：メカジキ

仏espadon

sva）r（董fまsk　　　　200－350　c搬
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‘＿
　．．　　＿－s

（54）アsemrokke

英　thornback　ray

ス　knaggrocka

謬虫　Nagelrochen

ノ　piggskate

仏rale　boucl6e

『デ暮らす』なし

『デ和』なし

SFY8：Gan　iel－no・・rui

学名：RaJ’a　clavata

和名：ガンキエイ属

訳：ガンキエイ属の魚，がんぎえい semrokke　　90－125　cm

．謄 一、　　＿“（55）ア重obls，　sa記g㈹v撫9 スtobis，　blatobls ノSmaSil，　Sandgrevling，　tOblS

英　sand　Ia縫ace，　sand　ee叢 独Sa磁aal 仏la最gon

『デ暮らす』なし

窪デ和』いかなご

SFYB：なし ρ

　　　　　　　　　　ド、P
・佛脚一聯’鞭一誠
．ヤ＿螺．・　’・　雌葱　一

学名　：遵醒溜04ソtes　lancea
　　　　　　　調丹嘱噛㌔一＿．¶’

t’t

扁一7　　・饗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　声『　　　　　　　　　　早囁Pr囁響

和名：イカナゴ属
　　　　　　　　｛早ド

重obls　　15－25　cm

訳：イカナゴ属の魚，いかなご

．幽 ，t　 譲（56）　ア　重oblsk◎nge ス重obisk“ng ノstorsl1

英9ζea｛er　sand　eel 蓉虫　gro｛きer　Sandaa圭 仏gra瓢1an亨o捻

『デ暮らす』なし

『デ和』なし

SFY8：001kana　G囎no曹罫ul

F　　　

td’M’　蜴脚ゲ゜噛・・：x・．　t，．，誘

学k：Hンper・pius　lance・latus 苧ヅ曾　一…；…写円　気∫

和名：イカナゴ科ヒュペロプルス属
㌧圃等、ド

　　　tobisko轟ge

　　　　　脚“”炉ド鞘厚

20－32cm
訳；イカナゴ科ヒュペロプルス属の魚，おおいかなご

，　一一t　　　v需
（57）　フー　torsk

英Atlaiitic　cod

スtorsk

独Kabeljau，　Dorsch

『デ暮らす』たら

ノ　torsk

『デ勅』たら

SFYB：Tara，　Madara

学名：Gαdus・morhua

和名：タイセイヨウダラ

訳：タイセイヨウダラ，たら

仏morue　de　l’Atlantiqtte

torsk　60一王00　cm（15◎－165　c組）

　　　　　や（58）　フー　tun，　tunfisk

英bluefin・tuna

スtonfisk

著虫　Thun，　Thunfisch

『デ暮らす』まぐろ

ノmakrellstjgrje

『デ和』まぐろ

SFYB：Ma　liro－no－rui

学名　：Thunus　thソnnus

和名：クロマグロ

訳：クロマグロ，まぐろ

仏thon　rouge

臓最 100－200cm（400　cm）
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，一＾、　　v－“

（59）　ア　tunge，　S㊤毛unge

英common　sole

スtunga
ち虫　Seezunge

ノ　tunge

仏sole　commune

llデ暮らす』舌平鼠

『デ禰』したびらめ，×したがれい

SFYB：Shitabirame

学名：Soleα　solea

和名：（ササウシノシタ科）ヨーロッパソール

訳：（ササウシノシタ科）ヨーロッパソール，した

びらめ tunge　　　40－70　cm

，轟，　　＿“

（60）ア含1

英eel

ス邑1

独Aal

ノ　al

仏anguille

『デ暮らす』うなぎ

『デ粕』うなぎ

SFYB：una　l

学名：　Anguilla　anguilla

和名：ヨーnッパウナギ

訳：ヨーロッパウナギ，うなぎ 盒1　　40－90cm（150　cm）

（61）デ邑lekvabbe

英　ee［pout

スttiRglake

独Aalmutter

ノ　　邑玉el（vabbe

仏　lo（Iuette　d’Europe

『デ暮らす』なし

『デ和』胎生魚類，×胎生のぎんぽ科の魚

SFYB：×GiRpo－ne－rui

学名：Zoarces　viviparus

和名：ギンポ亜霞ゲンゲ科ゾアルケス属

訳：ギンポ亜属ゲンゲ科ゾアルケス属の魚，げんげ 邑lekvabbe　　25－30　cm（50　cm）

5．おわ9に

　本稿では英和辞典と独私辞典を参考にしつつ，『世界魚』，FOW，『商用魚』の3点を基準

にしてデンマーク語の海水魚類名称のH本語訳を検討した．まず61種の魚類の（標準）和名を

求め，次に訳語を考えるという方法をとった．訳語でカタカナ表記のものは（標準）聯名であ

る．ただ，賛常の会話や文学の翻訳の中で，例えばtorskのことをくタイセイヨウダラ〉と

呼んだり，alのことをくヨーロッパウナギ〉と呼ぶのは煩わしいので，簡単に前者をくたら〉，

後者をくうなぎ〉と呼んでも良いと思われるので，その揚舎にはひらがな表記で示すことに

した．

　§娃．1で述べたように，英和中辞典，独和中辞典ならびに独和大辞典は，魚類名称の訳語

に関してはほとんど有益でないことが分かったが，その原因の一っは，学名が示されていな

いことである．そのことから，語彙集や小辞典は別にしても，デンマーク語一H本語中辞典

以上のものを編纂する揚合には学名を付すことが必要であることが分かる．もしも本稿で求

めた訳語に誤りがあったとしても，学名が付してあれば，その学名を手がかりにして正しい
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和名が求められるというものである。

　本稿で扱った61種のうちの21種は，例えばbrosme〈タラ科ブurスメ属の魚〉やhavbrasefi

〈シマガツオ属の魚〉のように，種を表す標準和名を求めることができず，属までしか示すこ

とができなかった．筆者はそれ以上詳しく調べる方法を知らない，これらの21種には，おそ

らく標準和名が存在しないと思われるが，もしも存在するならば，どなたかご教示いただき

たい．また，もしも標準和名が存在しないのならば，『世界鳥』の由階博士らが標準和名のな

い鳥にそうされたように，どなたか標準和名をっけていただきたいものである．

　本稿で検討したことは魚類名称全体はもとより動物の名称と植物の名称のすべてに当ては

まることである。

　なお，本稿末にデンマーク語，スウェーデン語，ノルウェー語の海水魚類名称のff本語訳

を学名とともにリストアップした。

　本稿は辞典の編纂者の視点から考察してきたが，辞書の利用者側も正確に訳すように意識

改革をする必要があろう．例えば，デンマークのユールではモミの木のクリスマスツ

リーの下にプレゼントを置くのではなく，トウヒの木の下にであることを理解しなくてはな

らない．つまり，ヨーロッパモミはドイツ中部以南に分布している（『電旧頁』）のであり，

デンマークのgranはヨーロッパトウヒのことなのである．granを辞書で調べて，〈トウヒ〉と

いう訳語が出ていても，大勢の人は〈モミ〉という訳語の方を選択してしまうのが問題なの

である．もっとも，辞書に「ヨーロッパモミはドイツ中部以南に分布」という説明があれば，

デンマークのgranをくモミ〉と訳す人は減少すると思われるのだが．

注

（1）

（2）

　
A

3
4
．
v
v

（5）

（6）

2000年7月8Hl9：30－20：45放送のNHKBS2『地球に好奇心「大なまずをねらえ～ルーマニア・

ドナウに生きるリポバ人～」』．

粕名とは

　生物につけられたH本語の通称のことをいい，キタキツネ，ヤマザクラなどがそれである．

　　［中略〕稲名は，通常，片仮名で記し，とくにこれを規制する規約がないので多くは慣用に

　よる［中略］和名という場合には，いちおう標準的なものをさすので，なるべく広く知られ

　た名を用いることが望ましい．（『電臼百』）

『マイスター独和辞典』の略．辞書等の省略については本稿末の惨考文献」を見よ．

この番組の再放送［短縮版］（2000年9月6日23：00－23：50，NHK総合『地球に乾杯「大なまず

をねらえ～ルーマニア・ドナウに生きるリポバ人～」』）ではカワカマスが上がってくるシー

ンはカットされている．そして，7月89放送の問題の揚面に根当する揚面（放送開始後8分頃）

では，「春はスズキやカワカマスもよくとれます．ときにはチョウザメがとれることもあると言

います」というナレーションが入っており，訂正がなされたと醤えるであろうか．

『デ湘』（1993）の編著者はNDOの第13版を参考にして　：　・、”1’・’／，・；

いるが，もしも第15版（1995）が1993年以前に出版され　’　　　．．藁雛鵡＿

てそれをを見ていれば，このような誤解は生じなかったで　．　tttt　・／、tt、．．．

あろう，なぜならば，第15版のpirkの項には挿絵が添えら　　　　pirk（NDOより）

れているからである．

学名とは，生物または生物群に与えられた名称のうち，生物学で用いられる世界共通の名をいう．
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　　これら学名の命名には，動物，植物，バクテリアのそれぞれに別の国際的な命名規約が設けられ

　　ている．学名のうちもっとも基本的なものはリンネの2名式（2名法）である．この2名式の名

　　称はラテン語で表し，生物の各種類を，それが盒まれる属の名（大文字で始める）とその種の名

　　　（小文字で始める．なお，形容詞であるから，先行の属の名である名詞の性によって語尾の形が

　　異なる．植物の場合は人名に由来する名は大文字で始める。）例えば，スズムシの学名は

　　Homoeorylius／aPOtlicus　De　Haanであるが，これはスズムシがHOMoeorYl｛usという属に含まれる

　　という担ρo〃’c瑠種類であることを示しており，種の命名者がDe・Haanであることを表している．

　　『電日百』には以上のような説明があるが，本稿の筆者が辞書類や百科辞典や図鑑類でよく目に

するのは，命名者の名が省略された形，つまりtスズムシの例で書うと，Homoeorylhis　japonicus

　　である．

（7）デンマークの国語小辞典的な性格をもっLDOにさえも肋si鳳gが見出し語として収録されている

　　ことに，本稿の筆者は少なからぬ驚きを感じる．この驚きを，Kenrik　Ga｝berg　Jacobsen氏（前デ

　　ンマーク国立国語審議会・研究所（Dansk　Sprognarvn）上級研究員で現在の南デンマーク大学一

　　71－v－．ゼンセ大学（Sydansk　Unlversitet－Odense　Univers1tet）教授）を通して，　LDOの編著者である

　　Pia　Jarvad氏（デンマーク圏立国語審議会・研究所上級研究員）に向けたところ，回答があった．

　　その背景には，デンマークの作家Hans　Kirkの作品にFiskeren『漁師』というのがあり，この作

　　品のなかで肋甑gが登場するが，この作品はデンマークの普通（進学）高校（gymnasium）で大抵

　　の場合読まれるということがあるそうである．

（8）括弧内の数字は，ときにはその大きさにまでなる場合があることを示す．挿絵は，特記がないか

　　ぎり，FKFより，

参考文献
FFN＝A益dersson，　K．　A．（utg．）1942．Fiskar　ochノ｝ske　i　Norden。　Band　I：Fゴsたar　ochノ｝ske’havet。

　　　Band　II：F’skar　och／iske　i　sδbar　och／10der．　Stockholm：Bokf6rlaget　Natur　och　Kultur．

FKF＝Hvass，　Hans＆Henning　Antho轟。1975．　Fisk　iノ加vεア．　Kのbenhavn：Politikens　Forlag．

FLF匹Hvass，　Hans，　Karl　Aage　Tlnggaard＆｝｛enn｛ng　Anthon．1977．　Fugleり伽把vεア．　Kzbenhavn：

　　　Po韮itikens　Forlag。

FNS　＝＝　Christensen，」．　Moller＆Bente　Nystr6m．1977．　Fiskeliv　i　Nordsoen．　Kebenhavn：GyideRdals

　　　gro轟ne　handbeger．

FOW篇Nelso轟，　Josep熱S．1994．　Fishes（ゾ伽wo〃d．　3rd　ed．　New　Yerk：John　Wiiey＆Sons，　Inc。

SFYB需ScaBdinavian　Fishing　Year　Book，3altVandsfisk．　Hedehuse捻e－Demark．

『商用魚』＝社団法入日本水産物輸入協会編．2000，『商用魚介名ハンドブック』．東京：成

　　山堂書店．

『世界魚』＝上野輝彌・坂本一男．1999．『魚の分類図鑑一盤界の魚の種類を考える』．

　　東京：東海大学出版会，

『世界鳥』＝山階芳麿．1986．『世界鳥類和名辞典』．東京：大学書林，

『デ暮らす』；fデンマークに暮らす」編集委員会，1996．『デンマークに暮らす』．コペン

　　ハーゲン：デンマークH本人会．

『電日百』＝『電子ブソク版目本大百科全書』．1996，東京：小学館．

pm海魚』＝蒲原稔治・岡村収．1995（1985）．『原色日本海水魚類図鑑（1），（2）』，大阪：
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　　保育社．

百瀬宏・村＃誠人監修． 1996，『世界の歴史と文化　北欧』．東京1新潮社．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辞書

DER＝Axelsen，　Jefis．1995．　Dansk－engelsk　orcibog．10．　udg．（Gyldendals　rgde　erdbeger）Kebenhavn：

　　　Gyldendal。

DES＝Vinterberg，　Hermann＆CA．　Bedelsen．199G，　L）ansk－engeisたordbog．3．　udg．　ved　Viggo

　　　Hjornager　Pedersen．（Gy韮de昌dals　store　ordbσger）Kebe曲avn：GyldendaL

DTk＝B◎rk，　Egon．　1989（1987）。　Dansk－tysk　ordbog．9．　udg．3．　opL（GyldeRdals　rsde　erdbsger）

　　　Kobenhavn：Gyldendal

DTS鴇Bergstrffm－Nielsen，　Henrik，　Henrik　Lange＆Henry　Verner　Larsen．翌99LDansk一リノsk　oアあ09．

　　　（Munksgaards　store　ordboger）Kobenhavn：Munksgaard．

LI）O瀧Pla　Jarvad．1991．Politikens　Lille　Danske　Ordbog．　Kebenhavn二Pohtike轟s　Forlag。

NDO＝Becker－C難ristensen，　ChristiaR＆Peter　Wideほ（red．）．1995．　Politikens八「udansk　Ordろog＆

　　　Sprogbrugsleksikon．玉5．　udg．　Kzbenhavn：Polltlkens　Forlag．

ODS＝i）et　DaRske　Sprog－og　L董tteraturselskab．1975（1922）．　Ordbog　over　det　danske　Sprog．4，　bin（L

　　　Kebenhavn：GyldendaL

SNN£）O＝　Becl（er－Chr三stensen，　Chr三stian　et　aL　（red．）．　1997　（1996）．　Politikens　Storeノ～｛yθノVudansk

　　　Ordbog．1．udg．2．。pl。　Kebenhavn：　Politikens　Forlag．

『英和大研』＝小稲義男ほか編．1980．『研究社新英和大辞典』．第5版．東京1研究社．

『英和中』＝小稲義男ほか編．1985．窪新英和中辞典雪，第5版．東京：研究社．

『英禰中6S＝竹林滋ほか編．1994，『漸英和中辞典』．第6版．東京；研究社．

『英和大ラ』＝小学館ランダムハウス英和大辞典第2版編集委員会編．1994．il小学館ラン

　　ダムハウス英和大辞典』．第2版．東京：小学館。

『デ和』；古城健志・松下正三編著．1993．『デンマーク語辞典』．東京：大学書林．

『独穐郁』＝＝冨由芳正編集主幹．1987．『郁文堂独聯辞典悉．東京：郁文堂．

『独和研』＝相良守峯監修，鐡野善資編．1996．建研究社独和辞典』．初版東京：研究社．

『独和大』＝国松孝二ほか編．1990（1985）．『小学館独和大辞典（コンパクト版）』．東京：

　　小学館．

『独称マ』＝戸川敬一ほか．1992．『マイスター独和辞典選．東京：大修館書店．

『仏和中』＝田村毅ほか編．1993（1985）．『mワイヤル仏和中辞典』．東京：旺文社．

　　　　　　　　　　　　　　　　　テレビ番組

MK　BS　2．2000年7月8日19：30－20：45放送。『地球に好奇心「大なまずをねらえ～ルーマ

　　　ニア・ドナウに生きるリポバ人～」』．

N｝｛K総合．2000年9月6日23：00－23：50放送．『地球に乾杯「大なまずをねらえ～ルーマニ

　　　ア・ドナウに生きるリポバ人～摺．
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Appendix 日本語訳リスト

　デンマーク語，スウェーデン語，ノルウェー語の海水魚類名称のうち本稿で扱ったものの

学名とB本語訳を以下に示す，なお，日本語訳のうち，カタカナ表記のものは標準恥名であ

り，ひらがな表記のものは略称あるいは通称である．

1．デンマーク語一学名（ラテン語）一一β本語

ans50s：　Engrαulis　encrasicholusカタクチイワシ，アンチョビー

bars（；　havbars）：　Morone　tabrax，　Dicenirarchus　iabraxニシスズキ，すずき

bldsej　→　lubbe

bred劃ab　　→　　havtaske

brisling：Sprattus　sprattusニシン科ウルメイワシ属の魚

brosme：Brosme　brosrneタラ科プロスメ属の魚

b｛ugde；　CetorhinttS　maxiinusウバザメ，バカザメ

fJ　eesing：Trachin”S　draco，　TraChinus　viperaスズキ目ワニギス亜騒トラキヌス科トゲミシマ属の

　2種の魚
glansfisk：Lampris　guttatusアカマンボウ，マンダイ

grS　knurhane：　TrigSa　gurnardusホウボウ科トリグラ属の魚

　　　リ　　　　　ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

grasej　→　　seJ

havbars　→　　bars

havbrasen：　Bramα　raiiシマガツオ属の魚

havkat：　Anarhichas　lupusニシオオカミウオ，おおかみうお

havtaske　（＝　bredfiab）：Lophius　piscatoriusニシアンコウ，あんこう

haval：Conger　congerヨーロッパアナゴ，モトアナゴ，あなご

heklefisk：Reinhardtius　hippoglossoiCiesカラスガレイ

helleflynder；　HippoglOSSUS　kippoglOSSUSタイセイヨウオヒョウ，おひょう

hestemakrel：Trachurtts　trachurusニシマアジ，まあじ，あじ

horRfisk：Belone　belone（ヨーロッパ〉ダツ

hvilling：Merlangius〃meriangusタラ科メルランギウス属の小形の魚

hilslng：　Hippoglossoides　plαtessoidesグリーンランドアカガレイ

ising（＝　slette）：Lima　zda　ti〃nandaマコガレイ属の魚

klump廊k：Me　Xa　molaマンボウ

knurhane　－＞　gr邑knurhane，　rod　knurhane

kuiler：Meianogram｝n　

us　aegleptnusタラ科メラノグランムス罧、の魚，パドック

kulmule：Merluccius　merl“ccius（タラ科メルルッキウス属）メルルーサ

laks：Saimo　salarタイセイヨウサケ，サーモン

lange：M（）lva　mogvaクuジマナガダラ

lodde：Maiiotus　villosusカラフトシシャモ，ししゃも

lubbe（＝bl邑sej，　lyssej）：Pollachius　poUchius（ヨーロッパ）スケトウダラ，すけとうだら

Iyssej　→　lubbe

makrel：Scomber　scombrusタイセイヨウサバ，さば
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mu21e：Mullus　surmttietusヨーuッパヒメジ，ひめじ

multe　→　tykleebet　multe

plgha3：　Sgualus　acanthiasアプラツノザメ，つのざめ

plghvar：5cophthalmus　1πα碗μ3カレイ貝スコプタルムス科スコプタルムス属の魚，（広義の）

　ヒラメの類，ひらめ

rodfisk：Sebastes　marinusメバル属の魚，（商用名称）あかうお

rzd　knurhane：　Trigta　lucernαホウボウ科トリグラ属の魚

rsdspattte　；　pleuronectes　platessaタイセイヨウツノガレイ，つのがれい

rmdtunge：　Microstomus　microeephalzts　（kitt）ババガレイ属！ナメタガレイ属，ばばがれい〆なめた

　がれい

sandgracvling　→　tobis

sanktpetersfisk：Zeus　faberニシマトウダイ，まとうだい

sardin：　sαrdina　pilchardusニシン科サルデKナ羅の魚，ピルチャード

seき　〈＝　gv5se｝〉：　Pollachius　virens，　Gadus　virensシロイトダラ

sild：Clμpea　harengusタイセイヨウニシン，にしん

sildehaj：Lamna　nasusネズミザメ

slldekonge：　RegaleCUS　glesneリュウグウノツカイ

skade：　ROja　batisガンギエイ属の魚，がんぎえい

skoleest；　Coryphaenoides　rupestris（タラ目ソコダラ科）ホカケダラ

skrubbe：Platichtkysflesusニシカワガレイ，ニシヌマガレイ，かわがれい，ぬまがれい

skargtorsk：Trisopterus　luscusフランスダラ

skarrising：GlyptocephaiUS（cynog10SSUS（カレイ科）タイセイヨウヒレグU，ひれぐろ

slethvar：Scopthalmus　rliombusカレイ目スuプタルムス科スコプタルムス属の魚，（広義の）ヒ

　ラメ類ひらめ
slette　→　lsing

sortmURd：　MicromesistiUS　poutaSSOUプタスダラ

sortvels：Raniceps　ranimusタラ目ラニケプス科ラニケプス属の魚

SPErer1ing：　Bσregαdus［Trisopterus］ermarkiノルウェ～ダラ

stenbider：CycSopterus　iumpusダンゴウオ科キュクmプテルス属の魚だんごうお

stvar：　Ac　ipenser　stur　ioチョウザメ

SVE｛）rdfisk：　Xiphias　giadiusメカジキ

szrnrokke二RaJ’a　ciavataガンキエイ属の魚，がんぎえい

setunge　→　tunge

tobis（＝sandgrarvling）：Ammodytes　tanceaイカナゴ属の魚，いかなご

toblskonge：Hyperoρlus　lanceolatusイカナゴ科ヒュペuaプルス属の魚，おおいかなご

torsk：GadttS　morhuaタイセイsウダラ，たら

霊囎（＝＝　tunfisk）：Thunus　tliynnusクmマグロ，まぐろ

tunfisk　→　tu轟

tunge　（＝　sztunge）：Soiea　sotea（ササウシノシタ科）ヨーロッパソール，したびらめ

tykla｝bet　multe：Mugit　cS2eloオミラ属，ボラ

al；　AnguiUa　anguillaヨーuッパウナギ，うなぎ

alekvabbe：Zoarces　viviparusギンポ亜目ゲンゲ科ゾアルケス属の魚，げんげ
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2．スウェーデン語 学名（ラテン語）一摂本語

ans｝Qvis：　Engraulis　encrαsicholusカタクチイワシ，アンチョビー

bergsk註dda　→　bergtunga

bergtuRga：（・　bergskadda）Microstomus〃microcephalus　＆itt＞ババガレイ属！ナメタガレイ属，ばば

　　がれいノなめたがれい

bleka　→　韮yrtorsk

blatobis　→　tobis

bl養vitling　→　kolmule

brugd：　Cetorhinus’maximusウバザメ，バカザメ

fenkaot：Trigla　iucernaホウボウ科トリグラ属の魚

嫡rsl難g：Trochinus　draco，　TrαchinttS　viperaスズキ目ワニギス亜Rトラキヌス科トゲミシマ属

　　の2種の魚

glansfisk：　Lampris　guttatusアカマンボウ，マンダイ
　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　サ

graseJ　→　　sej

gulstrlmmig　mullus：Mulius　surmutetttSヨーロッパヒメジ，ひめじ

havsabborre：Morone・labra）c，　Dicentrarchus　labraxニシスズキ，すずき

havsbraxen：Brama　raiiシマガツオ属の魚

havskatt：　Anarhichas　lupusニシオオカミウオ，おおかみうお

havsSl：　Conger　congerヨ・－uッパアナゴ，モトアナゴ，あなご

hallefiundra：H⑫ppoglossus　hippoglossusタイセイヨウオヒョウ，おひょう

h5stemakrill　→　taggmakrlll

habrand（罵sillh⑳：Lamna　nasusネズミザメ

klumpfisk：Mola　inolaマンボウ

紅naggrocka：Ra1’a　clavataガンキエイ属の魚，がんぎえい

knorrhane（皿knot）：Trigla　gurnardtisホウボウ科トリグラ属の魚

knot　→　knorrhane

ko13a：　Metanogrammus　aegieptn“sタラ科メラノグランムス属の魚，ハドック

kolmuie（＝　blavitling）：Micromesistius　poutassouプタスダラ

kummel；　Merluccius　merluccius（タラ科メルルッキウス属）メルルーサ

kungsfisk　→　r6d薮sk

kvabbso：（ryclopterus　lumpusダンゴウオ科キュクロブテルス属の魚のメス（cf．　sj　urygg）

lax：　Salmo　sa｛arタイセ・〈ヨウサケ，サーモン

lerskadda；　Hippogiosso三des　plαtessoidesグリーンランドアカガレイ

“ten　hal1eflundra：　Reinhardiius　hippoglossoidesカラスガレイ

ledda：　Mallotus　villosusカラフトシシャモ，ししゃも

lubb：Brosme　brosmeタラ科ブmスメ属の魚

1yrtorsk（瓢bleka）：PoStαckius　pollckius（ヨーロッパ）スケトウダラ，すけとうだら

iSnga：　M｛）lva〃moivaクロジマナガダラ

makrill：Scomber　sco）nbrusタイセイヨウサバ，さば

marulk：　Lophius　piscatoriusニシアンコウ，あんこう

multe→tjockltippad　multe

nabbgEdda：　Belone　belone（ヨーロッパ〉ダツ
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paddtorsk：Raniceps　ranim　usタラHラニケプス科ラニケプス属の魚

plggha3；　Squalus　acanthiasアブラツノザメ，つのざめ

piggvar：Scoρhthalmus　meximusカレイ目スコプタルムス科スコプタルムス属の魚，（広義の）

　ヒラメの類，ひらめ

r6dfisk（＝kungs飴k）：Sebastes〃marinusメバル属の魚，（商用名称）あかうお

r6dspZtta：Pleuronectes　platessaタイセイヨウツノガレイ，つのがれい

r6dtunga：GlyptocephaSUS　cynoglOSSUS（カレイ科）タイセイヨウヒレグロ，ひれぐろ

sandskadda（＝sltitta）：Limanda　iimandaマコガレイ属の魚

sanktpersfisk：Zeus　faberニシマトウダイ，まとうだい

sardin：Sardinapilchardusニシン科サルディナ属の魚，ピルチャード

sej（＝　grtisej）：Pollachius　virens，　GadUS　virensシロイトダラ

sHl：Clupea　horengusタイセイヨウニシン，にしん

sillhaj　→　habraRd

sMkung：Regalecus　glesneリュウグウノツカイ

融rygg（編stenblt，　kvabbso（メス））：（JYciopterus　luMpusダンゴウオ科キュクロブテルス属の魚，だん

　ごうお

skarジsill（篇vassbuk）：勘アα撫∫5ρアo∫’z∬ニシン科ウルメイワシ属の魚

skolti　st：　Coryρhaenoides　rupestris（タラ罠ソコダラ科）ホカケダラ

skrubba（　・　skrubbskadda）：Piatichtkysflesusニシカワガレイ，ニシヌマガレイ，かわがれい，ぬ

　まがれい

skrubbskadda　→　skrubba

skaggtorsk：Tris（）pterus　tuscusフランスダラ

s12trocka：Rのαうα雄ガンギエイ属の魚，がんぎえい

slatta　→　saRdsktidda

slatvar：Scopthaimus　rhombusカレイ目スコプタルムス科スコプタルムス属の魚，（広義の）ヒ

　ラメ類，ひらめ

stenbit　→　sj　urygg

st6r：　Aclpenser　sturioチョウザメ

sv6rdfisk：Xi1）hias　giadius　メカジキ

taggmakrHl（x　hastemal（r三1菱）：Trachurus　trachurusニシマアジ，まあじ，あじ

tjockl2ppad　multe：Mugii　cheloボラ属，ボラ

tobis（＝　b韮atob三s）：　Ammodytes　lanceaイカナゴ属の魚，いかなご

t◎blskung：　Hyperoplus　lonceolatusイカナゴ科ヒュペロプルス属の魚，おおいかなご

tonfisk：Thunus　thynnusクロマグロ，まぐろ

torsk：　GadUS　morl？uaタイセイヨウダラ，たら

tunga：Sotea　solea（ササウシノシタ科）ヨーmッパソール，したびらめ

tanglake：Zoarces　vivipai’usギンポ亜匿ゲンゲ科ゾアルケス属の魚，げんげ

vassbuk→skarpsill

viding：　Merlangius　meriangusタラ科メルランギウス属の小形の魚

vltVmglyra：　Boregadus　［　Erlsepterus］　ermarkiノルウェーダラ

ai：　Anguiila　anguillαs・－nツパウナギ，うなぎ
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ansj◎S：　Engrauiis　encrasichoiusカタクチイワシ，アンチョビー

bl含kveite　→　svartkveite

brei飴bb（罵havtaske，　marulk）：Lophius　plscatoriusニシアンコウ，あんこう

brisling：Sprattus　sprattusニシン科ウルメイワシ属の魚

brosme：　Brosme　brosmeタラ科プロスメ属の魚

brugde：　Cet・rhinus　mcvcim　

usウバザf，バカザメ

fJesing：Trae／iinus　drαco，箸・αc勧μ3吻emスズキ巨ワニギス亜目トラキヌス科トゲミシマ属の

　　2種の魚

gapefiyndre：　Hippoglossoides　plαtessoidesグリーンランドアカガレイ

glattrokke→storskate

havabbor　→　hav邑bor

havbyase：　Brama　raiiシマガツオ属の魚

havkatt：AnαrhicSias　luρusニシオオカミウオ，おおかみうお

havtaske　→　breif韮abb

ha癒bor（霜havabbor）：Morone　labrax，　Diceutrarchus　labrαxニシスズキ，すずき

kav盈1：Conger　congerヨーuaッパアナゴ，モトアナゴ，あなご

helleflyndre（　：　kveite）：ffipρogtossus　hipρog！ossusタイセイヨウオヒョウ，おひょう

hornglel：Belone　belone（ヨーロツノ’ミ）ダツ

hvitting：Merlangius〃merlangusタラ科メルランギウス属の小形の魚

hyse：Melanogrammus　aegiefinusタラ科メラノグランムス属の魚，ハドック

h蓋　→　piggkal

habrann：Latnna　nasusネズミザメ

knurr：TrigSa　gurnardusホウボウ科トリグラ属の魚、

ko！mule：　MicrOtnesistius　poutasseuプタスダラ

laks：　Salmo　sα1αrタイセイヨウサケ，サーモン

laksesterje：LaTnpris　guitatusアカマンボウ，マンダイ

laRge二Molva　molvaクロジマナガダラ

ledde；　Mallotus　viiiOsusカラフトシシャモ，ししゃも

lomre：Microstomus〃microcephalus（kitt）ババガレイ属1ナメタガレイ属，ばばがれい／なめたが

　れい

lyr：Pollachius　poHcliius（ヨーロッパ）スケトウダラ，すけとうだら

lyslng：　Merluccius　meriuccius（タラ科メルルッキウス属）メルルーサ

makrell：Scomber　scOmbrusタイセイヨウサバ，さば

makrellstjerje：Tliunus　thynnusクロマグロ，まぐろ

mar導lk　→　　havtaske

mulle：Mttltus　surtn　ttletusヨーロッパヒメジ，ひめじ

mu韮te　→　芝ykkle罫）pet　multe

manefisk：Mola’molaマンボウ

paddetorsk：　Raniceps　ranimusタラ蟹ラニケプス科ラニケプス属の魚

pigghai（　・　hti）：Squolus　acanthiasアブラツノザメ，つのざめ
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piggskate二Raia　clavataガンキエイ属の魚，がんぎえい

piggvar：Scoρhthalmus　tllaxiMUSカレイ隆スコプタルムス科スコプタルムス属の魚，（広義の）

　ヒラメの類，ひらめ

rognkall：（］yclopterttS　lu〃2pusダンゴウオ科キュクnプテルス属の魚のオス，だんごうおのオス（c£

　　rogn　kj　eks）

τegnkjeks：（］yclopterus　tumpusダンゴウオ科キュクorプテルス属の魚のメス，だんごうおのメス（c£

　　rognka韮1）

rσdkRur£：Trigta　iucernaホウボウ科トリグラ属の魚

redspette：Pleuronectes　ptatessaタイセイヨウツノガレイ，つのがれい

sandflyndre：Limanda　limandaマコガレイ属の魚

SandgreVling→Sm邑Sil

saRictpetersfisk：Zeusプaゐεrニシマトウダイ，まとうだい

sardiR：　Sardina　piichardusニシン科サルディナ属の魚，ピルチャード

sej：　Potlachius　virens，　Gadus　virensシロイトダラ

sild：Ctupea　harengusタイセイヨウニシン，にしん

slldekonge：Regaiecus　glesneリュウグウノツカイ

skjeggtorsk：Trisopterus　iuscusフランスダラ

skolest：　Coりyρhaenoides　rupes｛ris（タラ罠ソコダラ科）ホカケダラ

skrubbefiyndre：Platichthys　flesusニシカワガレイ，ニシヌマガレイ，かわがれい，ぬまがれい

slettvar：Scoρthalmus　rhombusカレイ農スコプタルムス科スコプタルムス属の魚，（広義の）ヒ

　ラメ類，ひらめ

sm邑sll（罷sandgrevllng，　tobis）：　AmmodJ・tes　ianceaイカナゴ属の魚，いかなご

smerfiyndre：GlyPlocephalus　cynoglossus（カレイ科）タイセイヨウヒレグロ，ひれぐろ

storsil：Hyperoplus　lanceolatusイカナゴ科ヒュペロプルス属の魚，おおいかなご

storskate（＝　glattrokke）：1＠oろ01∫3ガンギエイ属の魚，がんぎえい

stzr；　Acipenser　sturioチョウザメ

svartkvelte（＝・　biakveite）；　Reinhardtius　h　ippoglossoidesカラスガレイ

sverdfisk：　Xlphias　gladiusメカジキ

taggmakrel｝：Trachurus　irachurusニシマアジ，まあじ，あじ

tobis→smtisil

tersk：Gadus　morhuaタイセイヨウダラ，たら

tunge：Solea　solea（ササウシノシタ科）ヨーロッパソール，したびらめ

tykkieppet　multe：　Mugil　cheloボラ属，ボラ

uer；　Sebastes　marinusメバル属の魚，（商用名称）あかうお

zyepN：　Bof”egαdt｛s　fTrisOPterus］el・mαrkiノルウェーダラ

51：Anguilla　anguilla：ヨーロッパウナギ，うなぎ

hlekvabbe：Zooκ23卿ψo耀5ギンポ亜目ゲンゲ科ゾアルケス属の魚，げんげ

（2000．10．n受理）
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